
様式（１）-⑦-４

河南地区の歩行者・自転車通行量 (人／週) 70,058人/週 (R５年度) → 70,000人/週 (R11年度)

地区内の観光施設来場者数 (人) 407,783人/年 (H31年度) → 491,000人/年 (R11年度)

地区内の地価 (円／㎡) 179.1千円/㎡ (R５年度) → 190.8千円/㎡ (R11年度)

盛岡中心市街地地区（岩手県盛岡市）　整備方針概要図（まちなかウォーカブル推進事業）

目標

大目標：　東西二つの交通結節点を起点に賑わいがつながる中心市街地の形成
　　目標１：エリア毎の特徴を活かした「居心地が良く歩きたくなる」まちなかの形成
　　目標２：人中心の街路空間の形成とエリア内外をつなぐ快適な交通アクセスの確保による
都市機能の充実
　　目標３：公共空間及び遊休不動産を活用したグリーンインフラ整備等、公民連携の新たな取
組によるエリア価値の向上
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■基幹事業（高質空間形成施設）

中ノ橋通一丁目紺屋町線空間再配分

■提案事業（事業活用調査）

事業効果分析調査

〇関連事業

岩手公園開運橋線（空間再配分）

〇関連事業

盛岡駅内丸線（都市計画道路事業）

■基幹事業（計画策定支援事業）

計画策定に係る調査分析等

コーディネート、社会実験等

〇関連事業

中ノ橋通一丁目

第一種市街地再開発事業

〇関連事業

事業主体：東日本電信電話株式会社

(仮称)中央通一丁目計画 （１階オープン化）

■基幹事業（滞在環境整備事業）

公共空間及び遊休不動産活用社会実験

■提案事業（事業活用調査）

中ノ橋通一丁目紺屋町線空間再配分に係る調

査

■基幹事業（地域生活基盤施設）

なかのはし1-1ひろば整備

■基幹事業（地域生活基盤施設）

盛岡城跡公園周辺サイン整備


